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【報告要旨】 
今日、ベトナムをはじめとする多くの移行経済国において、高学歴若年層の失業問題が

深刻化している。経済成長という面でみればそれほど低いパフォーマンスを示しているわ
けではないにもかかわらず、若者たち、とりわけ大学をはじめとした高等教育機関を卒業し
た高学歴労働者たちが労働市場に溢れている。こうした状況の一方で、人々の教育熱はとど
まるところを知らず、教育投資は年々拡大を続けている。高学歴を獲得しさえすれば、将来
の地位達成が約束されたかのようにみなす「学歴信仰」は、経済的転換期を迎えた現在にあ
ってもなおベトナム社会の中で強い影響力を保持し続けている。 
大卒者労働市場の混乱が明らかになる一方で、実際のところ、移行経済期のベトナムに

おける高学歴取得者たちが、どのように自らのキャリアを形成しているのか、また、大卒者
労働市場がどのような仕組みをもっているのかという点については、これまで十分に明ら
かにされてこなかった。 
本報告では、今日のベトナムにおける大卒労働市場の状況を、中央統制経済期に行われ

ていた職業分配制度との関連で解き明かすことを目的とする。まず、中央統制経済期におい
て行われていた職業分配制度の仕組みを明らかにしたうえで、これによって、学歴と将来の
地位達成を結びつける経路が形づくられていったことを示す。次に、1987 年度より導入さ
れた高等教育の大衆化路線によって、それまでとは異なった新たな大卒労働者層が作り上
げられたことを示したうえで、2016年 1 月から 2月にかけてハノイ市内で実施した大卒者
を対象とするサンプル調査の結果にもとづいて、彼らのキャリアパスのあり方を明らかに
する。最後に、今日のベトナムにおける大卒者労働市場の特徴を結論付けるとともに、その
中で生じたひずみが、将来的に、社会的不平等に対する不満へと転化していく可能性につい
ても指摘したい。  
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